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1．はじめに

運動，スポーツ以外の余暇活動への興味・関心
は拡大し，人々の運動習慣を変化させている．都
市化と少子化，時間に追われるような多忙感ある
暮らしは，子どもたちから外遊びの機会や時間，
仲間と関わる機会を奪っている．こうした影響は，
子どもたちの体力低下や生活習慣病への危険性を
高め，心身の健康を脅かすのみならず，人間関係
の希薄化，遊びの中から身に付ける社会性，我慢
する心や他者を思いやる心など，生きていくため
に必要な経験や能力の育成にも暗い影を落としか
ねない．
運動をする子とそうでない子の二極化傾向も

懸念されて久しい．北村（2011）は，「基本的動

作の未習得」による「運動能力の低下」を指摘
し，子どもの体力向上のための取組ハンドブック
（2012）が示す新体力テストの結果では，運動能
力が高かった昭和60年頃の水準と比較すると依然
低い傾向にあることが報告されている．このよう
な現状にある今だからこそ，運動やスポーツの意
義や価値，可能性を再認識することが必要であり，
現在及び将来の心身の健康について考え，「豊か
なスポーツライフの実現」を図る「資質・能力」
の育成が，子どもたち一人一人に求められている．
そして，生涯にわたる「豊かなスポーツライフの
実現」を考えたとき，運動や体育が「好きだ，楽
しい」という「愛好的態度」を育み，運動やスポー
ツに対する「志向性，親和性」につなげることは，
重要な鍵となる．なお，「体つくり運動」に関す
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動や体育に対する「愛好的態度」の形成につながる「体つくり運動」のあり方を，単元開発とその実践か
ら検証し，明らかにすることとした．高田典衛（1972）が示した「よい体育授業の条件（高田 4原則）」
を満たす授業並びに髙橋健夫（1989）やクルム（1992）が提唱した「体育の具体的目標構造」を実現する
「体つくり運動」の単元開発を小学校高学年対象に行った．その結果，「情意目標」の達成並びに体育や「体
つくり運動」に対する情意面に有意な変容が認められ，開発単元は，「愛好的態度」の形成につながると
いう結論が得られた．
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る先行研究は，調査研究や教材開発，方法論や指
導法など多岐にわたるものの，「愛好的態度」の
形成を目的に，「体つくり運動」の単元開発を行っ
たものは認められず，「体つくり運動」の実践研
究においても，小学校高学年を対象としたものは
限られる．
そこで，研究の目的を「運動や体育に対する『愛
好的態度』の形成につながる『体つくり運動』の
あり方を，小学校高学年の単元開発とその実践か
ら検証し，明らかにすること」とした．

2 ．方法

研究の目的を明らかにするために， 2つの課題
を設定し，その解決を図っていく．
課題 1　「愛好的態度」の明確化を図ること並

びに「体つくり運動」の単元開発の知見
を得ることとし，文献研究により明らか
にする．

課題 2　「愛好的態度」の形成につながる「体
つくり運動」の単元を開発することとし，
開発単元の実践，結果の分析，検証より
明らかにする．

1 　課題 1

（ 1 ）愛好的態度について

「愛好的態度」は，1977年学習指導要領に位置
付けられた重点目標であり，その後の学習指導要
領にも踏襲されてきた体育科の「態度」の根底に
ある考え方である．そのため，生涯にわたって運
動，スポーツに親しむ基となる態度と捉えること
ができる．髙橋ら（2004）は，「生涯スポーツを
めざす体育授業においては，情意目標（楽しさの
体験）は重視されなければならない」としながら
も，「これは常にめざすべき方向目標であっても，
中心的な学習内容にはなりえない．（中略）大切
なことは，運動への志向性（情意目標）に肯定的
に働きかけるような運動技術の学習や社会的行動
の学習のあり方であり，これらの内容の位置づけ
をあいまいにして，楽しさのみを強調することは

問題である」と述べている．つまり，「愛好的態
度」は，体育授業の具体的目標である「技能，認
識，社会的行動」の目標達成により図られる方向
目標であり，髙橋（1989）やクルム（1992）が提
唱する「体育の具体的目標構造」においても，「技
能，認識，社会的行動目標」の 3つの目標が相互
に関連付きながら達成されることにより，「情意
目標」の達成が図られる関係性が示されている（図
1）．そして，学校体育において，「愛好的態度」は，
成果が得られる「よい体育授業」を要として形成
されると考えられる．その「よい体育授業」につ
いて，高田（1972）は，「①せいいっぱいの運動
②わざや力の伸び③なかよく学習④新しい発見」
の 4つ（高田 4原則）を示しており，これは，「体
育の具体的目標」とも合致する（図 2）．つまり，「高
田 4原則」を満たすことは，「体育の具体的目標」
である「技能，認識，社会的行動目標」を達成す
ることであり，それは同時に，方向目標である「情
意目標」の達成へとつながる．
そこで，本研究は，この考え方に依拠し，「愛
好的態度」の形成を，「『よい体育授業（高田 4原
則）』の中で，体育科の具体的目標である『技能，
認識，社会的行動目標の 3つの目標が達成』され，
児童もそれを実感している状態」と定義付けるこ
ととした．

図 1　体育の具体的目標の構造
（髙橋1989，クルム1992）を基に作図
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（ 2 ）体つくり運動について

高学年の「体ほぐしの運動」は，その行い方を
理解するとともに，手軽な運動を行い，体を動か
す楽しさや心地よさを味わうことを通して，自己
や仲間の心と体の状態に気付いたり，仲間と豊か
に関わり合ったりすることをねらいとしている．
「体の動きを高める運動」は，「体の柔らかさを
高めるための運動，巧みな動きを高めるための運
動，力強い動きを高めるための運動，動きを持続
する能力を高めるための運動」で構成され，体力
の必要性や体の動きを高めるための運動の行い方
を理解するとともに，自己の課題を踏まえ，直接
的に体力の向上を図ることをねらいとしている．
「体つくり運動」の授業づくりについて，伊藤
（2010）らは，「欲求充足機能を前面に取り上げ
ながら，結果として必要充足機能に結びつけるこ
と」の肝要さを，大塚（2004，2005）は，「体力
を高める運動にも楽しさや爽快感を引き出す教材
づくりの工夫が必要であること」から「体力を高
める運動と体ほぐしの運動を有機的に関連付けた
教材開発の必要性」を，山本（2001）は，子ども
たちに取り組ませる運動について「多様な広がり
を持つ『プレイ（おもしろくて夢中にさせる）の
連続』としてあることの重要性」を述べている．
これらは，体力を高める目的とともに，児童の興
味や情意的側面を重視することが，生涯にわたっ
てスポーツや運動に親しむ素地づくりにつながる
ことを示唆している．また，出井（2017）は，「体
つくり運動では，ルールが単純で，全員が未熟な
がらもなんとかできる運動を取り上げ，最後まで

きちんとやること，仲間と応援したり励まし合っ
たりして頑張り抜くことの大切さを実感させる教
材を授業に意図的・意識的に導入すること」の必
要性を述べている．「やってみたい」「できそうだ」
と思える運動の選定や難易度の設定，児童の実態
と教材との適合や仲間とよりよい関わりの中で学
習する視点は，重要なポイントと言えよう．こう
した要件を満たす単元や授業を構想することが，
「愛好的態度」の形成につながる．
そこで， ①「よい体育授業（高田 4原則）」と「体

育の具体的目標達成」につながる視点②学習指導
要領の内容の具現化と「体つくり運動」の特性を
満たす視点③体つくり運動の先行研究の知見④児
童の実態との適合の 4点を重視し，単元を開発す
ることとした．

2 　課題 2

（ 1 ）開発単元について（図 3 ）

全 6時間構成の単元である．「体の動きを高め
る運動」の要素を含んだ「体ほぐしの運動」を選
定し，それを意図的に位置付けることで，単元全
体として「体ほぐしの運動」と「体の動きを高め
る運動」をなめらかにつなぐ構成とし，双方のね
らいや内容の達成が図られるよう意図した． 1単
位時間を 3分割して運動を位置付け，前半は，リ
ズムに乗って多様な動きを高める運動，中盤は，
プレイ性に優れた運動，終盤 1， 2時間目は，グ
ループの仲間との協力・協働が必要な運動， 3時
間目以降は，身に付けたい力に合わせ，目的的に
運動に取り組む「スキルupタイム」を位置付けた．
運動（教材）の選定は必要とされる力が効果的
に身に付く運動，児童が興味・関心をもち意欲が
持続する運動，グループや仲間との協力・協働が
必要とされる運動，プレイ性に優れた運動，日常
への派生が期待される運動，児童の課題克服につ
ながる運動など，多面的多角的な視点から選定し
た（表 1）．

図 2　高田4原則と体育の具体的目標と
愛好的態度の関係図
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図 3　開発単元「第 5学年　体つくり運動」
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表 1　選定した運動（教材）一覧



268 板井　直之・清水　将

（ 2 ）体育科の具体的目標達成について

技能目標は「ルーブリック」，認識目標は「体
育ノート」の記述，社会的行動目標は「仲間と協
力しながら達成を図る運動の意図的な位置付け」
により，その達成を図ることとした．

3 　検証授業

・研究対象　 盛岡市内Ａ小学校第 5学年 1学級
（男子13名，女子15名，計28名）

・期日　2020年 4 月23日（木）～ 4月28日（火）

4 　検証方法

①期間観察記録法（高橋1994）
②形成的授業評価（高橋，長谷川ら1994；
1995）

③歩数計の記録（個の運動量）
④診断的・総括的授業評価（高田・岡澤ほか
2000） 
⑤アンケート
⑥テキストマイニング（頻出語）
以上 6つを用い，総合的に検証することとした．

3 ．結果

1 　検証授業

（ 1 ）　期間観察記録法について（図 4 ）

「スキル upタイム」の説明が必要とされた 3
時間目にマネジメント場面の増大，運動学習場面
の減少がみられたものの，運動学習が中心となる
4 ～ 6時間目の運動学習場面は50％以上であり，
全 6時間の平均でも，マネジメント場面18％，運
動学習場面48％であった．

（ 2 ）形成的授業評価について（図5）

3 時間目のマネジメント場面の増大に伴う運動
学習場面の減少が，「成果」の落ち込みとして表
れていたものの，「意欲・関心，学び方，協力， 成果，
全体評価」すべてにおいて，単元全体を通じて，
高い得点と評定で推移した．また，単元後半に向
け，授業評価の向上が認められており，単元開始
時オール「 4」の評定は，単元最終時に，ほぼオー
ル「 5」に向上した．

（ 3 ）　歩数計の記録について

各児童全 6回の記録のうち，最低値と最高値を
除いた 4時間分を有効値とし，学級全員の歩数を
平均すると，1単位時間「2548歩」であった．「小
学 5・ 6年生男女の平均身長は，139.6㎝（文部
科学省学校保健統計調査令和元年速報値，教育技
術2020），歩く歩幅の目安は，「身長×0.45」と言
われており（「OMROM」調べ），ここから平均移
動距離を求めると， 1単位時間およそ1600ｍとな
る．走る時間があることを鑑みると，単純に1600
ｍ以上移動していたと推察される．これは，20ｍ
シャトルランに換算すると，80回以上と見立てる
ことができる（標準誤差は「545.75」であり，誤
差の範囲と解釈できる）．

2 　体育科の具体的目標

（診断的・総括的授業評価　因子得点をｔ検定 

表 2 ）

（ １ ）技能目標の達成について図 4　期間観察記録法

図 5　形成的授業評価
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「できる（技能目標）」の因子全体で有意差（t

（27）=3.674，p<.01）が認められ，単元後のアンケー
トでも「体つくり運動が得意である」の項目から
有意差（p<.01）が認められた．ルーブリックの
有効性を，23名（82％）の児童が実感していた．
（ 2 ）認識目標の達成について

「まなぶ（認識目標）」の因子全体で有意差（t

（27）=4.302，p<.01）が認められ，アンケートの「で
きる方法を考えながら学習することができたか」
の項目では，25名（89％）が肯定的に回答した．

（ 3 ）社会的行動目標の達成について

「まもる（社会的行動目標）」の因子全体で有
意差（t（27）=3.136，p<.01）が認められ，アンケー
トでは，23名（82％）が「友達とよりよく関わり
ながら学習することができた」と肯定的に回答し
た．
（ 4 ）情意目標の達成と総合評価について 

各項目で有意な差は認められなかったものの，
「たのしむ（情意目標）」の因子全体として，有
意差（t（27）=3.057，p<.01）が認められた．総

合評価においても，単元前後で有意差（t（27）
=5.565，p<.01）が認められた．

3 　児童の変容

（ 1 ）アンケートからみる意識的な変容について

サイン検定をおこなったところ，「体育が好き
（p<.05）」「体育が楽しい（p<.01）」「体つくり運
動が好き（p<.01）」「体つくり運動が得意である
（p<.01）」の 4項目で有意差が認められた（表
3）．

（ 2 ）記述（感想）からみる変容について

「テキストマイニング（頻出語）」の特徴と変
容から質的分析を試みた．単元 1時間目は，「楽
しい，嬉しい」など「情意」に関係する言葉と「チー
ムで教える，声を掛け合う，友達と力を合わせる」
など，「関わり（社会的行動）」を意味する言葉が
多く表出された． 3時間目も「関わり」に関係す
る言葉は，引き続き表出したが，「楽しい」とい
う言葉はなく，代わりに「考える，気付く，わか
る，コツ，大切，思う」など，「できるためにど
うすればよいか」を思考する言葉が多く表出され
た．「B・A・S」の「ルーブリック」を示す記号
や「嬉しい」という言葉の表出も認められた． 5
時間目は，3時間目同様，「関わり」とともに「で
きるためにどうすればよいか，何が必要か」とい
う技能習得のために「思考・判断」している言葉
が中心に表出された．単元後は，今までと明らか
に異なる形状のデータが表れた（図 6）．表出さ
れた言葉とその関係性から「教える，聞く，分か
ることを通して学習できたこと」「身に付けた動
きや協力することで得た学びを（今後に）生かす
こと」「グループや友達とたくさん練習をして（で

表 2　診断的・総括的授業評価 表 3　アンケートからみる意識的変容一覧
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きることが）増えたこと」など，「学び」や「成
長」の自覚化が見て取れた．また，「いろいろな
運動ができて嬉しかったこと」「体育が楽しかっ
たこと」といった達成感や満足感，情意面に関係
する好意的な言葉が再び大きく表出された．そし
て， 4回のテキストマイニング（頻出語）に共通
する言葉として，「難しい，簡単」という難易度
を表す言葉が表出された．

4 ．考察

1 　せいっぱいの運動

期間観察記録法の結果より，効率的なマネジメ
ントと潤沢な運動量が確保されていたと考えられ
る．また，歩数計の結果を合わせると，運動学習
時間だけでなく，一人一人にも十分な運動量が確

保されていたと解釈することができ，本開発単元
は，「よい体育授業（高田 4原則）」の「せいいっ
ぱいの運動」を満たしていたと考えられる．

2 　技能目標の達成とわざや力の伸び

診断的・総括的授業評価の「できる（運動目標）」
の結果並びにアンケートの「体つくり運動が得意

図 6　単元終了後の頻出語
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である」の結果より，児童は，「スキル upタイム」
の「ルーブリック」の運動達成を目標に，多様な
運動に自発的かつ主体的に取り組み，運動達成や
体の動きが高まった実感を得たことにより，でき
る自信（運動有能感）を高めたと考えられる．形
成的授業評価に認められた 6時間目の「成果」の
高評価は，それを裏付けるものといえる．本開発
単元は，「わざや力の伸び」，「技能目標」の達成
につながる単元であったと捉えることができる．
「ルーブリック」について，アンケート結果より，
児童は，その有効性を認識しており，テキストマ
イニング（頻出語）においても，「ルーブリック」
を意識しながら取り組んでいた児童の思考が見て
取れた．明確な指標（規準）があることが，運動
達成に対する意欲の醸成や主体的な取組につなが
り，結果，運動達成へつながっていたと考えられ
る．「ルーブリック」は，技能達成を促進する有
効な手立ての 1つと言えよう．また，テキストマ
イニング（頻出語）の「難易度」を示す言葉の表
出より，技能習得を左右する「難易度」は，児童
にとって重要な関心事であり，児童の実態に適し
た運動（教材）の選定，難易度の設定が，単元構
想の特に重要なポイントとなることが示唆される．

3 　認識目標の達成と新しい発見

形成的授業評価の「学び方」，診断的・総括的
授業評価の「まなぶ（認識目標）」の結果より，
児童は，友達や教師のアドバイスから学び，時間
外の練習を含め，めあてをもち，目的的に学習に
取り組んでいたと考えられる．アンケートの「で
きる方法を考えながら学習することができたか」
の結果やテキストマイニング（頻出語）の結果か
らも，児童は，常に，運動達成の方法について考
えながら学習していたことがわかる．本開発単元
は，「新しい発見」並びに「認識目標」の達成に
つながる単元であったと捉えることができる．

4 　社会的行動目標の達成となかよく学習

形成的授業評価の「協力」並びに診断的・総括
的授業評価の「まもる（社会的行動目標）」の結

果より，児童は，よい交流と協働的な関わりの中
で，学び合い，高め合い，なかよく学習に取り組
んでいたと考えられる．実際の授業においても，
互いにアドバイスを送ったり，励まし合ったりす
る姿が見られた．アンケートの「友達とよりよく
関わることができたか」の結果からも，児童自身
が，よりよい関わりを実感しており，本開発単元
は，「なかよく学習」並びに「社会的行動目標」
の達成につながる単元であったと捉えることがで
きる．

5 　情意目標の達成と愛好的態度の形成

診断的・総括的授業評価の「たのしむ（情意目
標）」の結果より，「技能，認識，社会的行動目標
の達成」が，「方向目標である情意目標の達成」
につながっていたことが明らかとなった．「体育
が好き」「体育が楽しい」「体つくり運動が好き」
の情意面の有意な変容からも，開発単元は，児童
にとって，「愛好的態度」の形成につながるもの
であったと捉えることができる．また，診断的・
総括的授業評価の総合評価より，本開発単元は，
児童が大きく変容する成果が得られる単元であっ
たことも認められた．
テキストマイニング（頻出語）の一連の変容か
ら捉えた「愛好的態度」の形成については，「楽
しさ，興味・関心」をスタートに，「技能習得へ
の没頭」を経由し，その「出来や伸び，成長の喜
びや達成感を自覚」することで，「好き，楽しい」
という「愛好的態度」が形成されるのではないか
と示唆される．

6 　まとめの考察

このように，本開発単元は，「よい体育授業（高
田 4原則）」を満たし，「体育の具体的目標」を達
成し，方向目標である「情意目標」の達成へも有
意な変容を生じさせるものであり，成果が得られ
る単元であったと捉えることができる．また，児
童の体育や「体つくり運動」に対する情意面の変
容においても，意識の高まりが認められており，
開発単元は，「愛好的態度」の形成につながる単
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元であったと考えられる．また，体育や運動に対
する「愛好的態度」は，技能の習得（運動達成）
と大きく関係する．児童の実態を捉え，適切な運
動の選定と的確な難易度の設定が，単元を開発す
る際に，特に重要であると考えられる．そして，「愛
好的態度」の形成については，単元最初の「楽し
さ，興味・関心」をスタートに，技能習得への「没
頭」を経由し，単元終了時に，その「出来や伸び，
達成の喜びや学びを自覚」することで形成される
のではないかということが示唆された．
また，形成的授業評価と診断的・総括的授業評
価並びに児童の思考を量的に可視化したテキスト
マイニング（頻出語）や実際の授業の児童の様子
から，仲間とのよい関わり（社会的行動目標の達
成）を通して，運動や動きのコツやポイント，動
き方の改善点に気付いて理解（認識目標を達成）
することが，「できる」という技能目標の達成に
結び付いていたことは明らかである．改めて，「体
育の具体的目標」の各目標は，単独で存在し達成
が図られるのではなく，髙橋（1989）やクルム
（1992）が提唱したように，相互に深く関連付き
ながら達成されることを確認することができた．

6 ．まとめ

運動をする子とそうでない子の二極化，基本的
な運動感覚や運動習慣の未形成が懸念される中，
将来や生涯にわたる運動への「志向性」や「親和
性」，「豊かなスポーツライフ」を実現する基とな
る「愛好的態度」の形成につながる小学校高学年
「体つくり運動」単元の開発の視点として，以下
の知見が得られた．
（ 1）「体の動きを高める運動」を要素に含む「体
ほぐしの運動」を選定する．

（ 2）「身に付けさせたい力が効果的に身に付
く運動か，興味・関心・意欲が持続する運
動か，仲間との協力・協働が必要な運動か，
プレイ性のある運動か，課題克服につなが
る運動か」の 5点に留意し，運動（教材）
を選定する．

（ 3）単元全体として「体ほぐしの運動」と「体
の動きを高める運動」をなめらかにつなぐ
よう構成する．

（ 4）児童の実態に合った的確な難易度やルー
ブリックを設定し，主体的かつ目的的に運
動に取り組む時間を確保する．

（ 5）「愛好的態度」は，「楽しさ，興味・関心」
をスタートに，技能習得への「没頭」を経
由し，「できた喜びや達成感，有能感を自
覚する」ことで形成されることが示唆され
た．

体育授業では，主体となる学習者の実態把握を
スタートに，よりよい関わりと学び合いの中で「で
きる（技能習得）」を保障するために，最適な手
段を考え，アプローチすることが重要となる．そ
の上で，主体的に学習に取り組む態度を育み，高
い意欲を持続させながら，運動や体育の楽しさ，
技能習得の喜びや有能感を積み重ねることが，「愛
好的態度」の形成につながる．今後は，本開発単
元への系統的なつながりを踏まえた低学年・中学
年の「体つくり運動」の単元開発を行うことを通
して，「愛好的態度」の形成を体系的，系統的，
継続的に育むことに取り組んでいきたい．そして，
「豊かなスポーツライフ」をすべての子どもたち
が実現できるよう，成果の得られる体育授業をこ
れからも大切にしていきたい．

謝辞

本研究にあたり，ご指導ご協力賜りました皆様
に感謝申し上げます．また，新型コロナウイルス
感染拡大防止の中での実践にご協力くださった先
生方と児童の皆さんに心より感謝申し上げます．
最後に，本研究に関わってくださったすべての皆
様に深謝申し上げ，研究の謝辞といたします．

引用文献

・ Ｃ ｒ ｕ ｍ ,Ｂ（1992）The critical-constructive 



273愛好的態度の形成につながる「体つくり運動」の単元開発

movement socialization concept. International 

Journal of Physical Education:19,pp.9−17．
・出井雄二（2017）体育科教育11月号　特集　体

つくり運動の未来図を描く．子どもの体力
の実相を運動有能感との関係から読み解
く．大修館書店 .pp.18−22．

・長谷川悦示・高橋健夫ほか（1995）小学校体育
授業の形成的評価票及び診断基準作成の試
み．スポーツ研究学研究14（2）， pp.91−
101．

・伊藤暢浩・岡野昇・山本俊彦・加納岳拓（2010）
小学校体育における「体力を高める運動」
の教材開発．三重大学教育学部研究紀要
61,pp.155−166．

・岩手体育学習会著（2019）『体つくり運動ベス
ト100』．明治図書．

・北村佳史（2011）小学校体育科における体つく
り運動領域の「多様な動きをつくる運動」
の（教科内容）に関する実践的研究．滋賀
大学大学院教育学研究科論文集14,pp.117−
127．

・教育技術4/5月号（2020）小学 5・ 6年生の平
均身長・平均体重ほか（文部科学省　学
校保健統計調査　令和元年・速報値）．
https://kyoiku.sho.jp/43370/．2020.6.9閲覧．

・文部科学省（2012）子どもの体力向上のための
取組ハンドブック．平成24年 3 月．pp.8−
12．

・文部科学省（2012）学校体育実技指導資料．第
7集．体つくり運動―授業の考え方と進め
方―（改訂版）．

・文部科学省（2017）小学校学習指導要領解説
総則編（平成29年告示）平成29年 3 月．
pp.52−53.

・文部科学省（2017）小学校学習指導要領解説体
育編（平成29年告示）平成29年 7 月．pp.5
−11,p.17,pp.112−123.

・大塚隆（2004）「体つくり運動」の教材研究−「体
ほぐしの運動」と「体力を高める運動」に
関する意識調査−．東海大学紀要体育学部

34,p.17．
・大塚隆（2005）「体つくり運動」の教材研究（ 2）

−「体ほぐしの運動」と「体力を高める運
動」の関連性について−．東海大学紀要体
育学部35,p.26．

・ＯＭＲＯＮよくある質問．
https://www.faq.healthcare.omron.co.jp/faq/

show/4195?site_domain=jp．2020.6.9閲覧．
・高田典衛（1972）『授業としての体育』．明治図

書．pp.126−131．
・高田俊也・岡沢祥訓・髙橋健夫（2000）態度測

定による体育授業評価法の作成．スポーツ
教育学研究20（ 1 ），pp.31−40．

・髙橋健夫（1989）『新しい体育の授業研究』．大
修館書店．pp.11−14．

・髙橋健夫編著（2003）『体育授業を観察評価す
る　授業改善のためのオーセンティック・
アセスメント』．昭和出版．pp. 8 −11,12−
15,36−39．

・髙橋健夫編著（2004）『体育の授業創る』．大修
館書店．pp.12−14．

・髙橋健夫・長谷川悦示ほか（1994）体育授業の
「形成的評価法」作成の試み．体育学研究
39（ 1 ），pp.29−37．

・髙橋健夫・岡出美則・友添秀則・岩田靖（編）
（2010）『新版　体育科教育学入門』．大修
館書店．pp.30−38,75−81．

・田中敏・中野博幸（2004）『実践データ解析法
クイックデータアナリシス』．新曜社．
pp.24−25,pp101−103.

・山本俊彦（2001）「かかわり」を大切にした新
しい体育授業．松田恵示・山本俊彦編「か
かわり」を大切にした小学校体育の365日．
教育出版．p.20．




